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	障害者虐待防止マニュアル
	障害者就労継続支援Ａ型事業所プラスエス
	１．「障害者虐待」の定義
	（１）障害者の定義
	障害者虐待防止法では、障害者都は障害者基本法第２条第１号に規定する障害者と定義されています。同号では、障害者とは「身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む。）その他心身の機能の障害がある者であって、障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるもの」としており、障害者手帳を取得していない場合も含まれる点に留意が必要です。また、ここでいう障害者には１８歳未満の者も含まれています。
	（２）「障害者虐待」に該当する場合
	障害者虐待防止法では、「養護者」「使用者」「障害者福祉施設従事者等」による虐待を特に「障害者虐待」と定めています（第２条第２項）。「養護者」とは、障害者の身辺の世話や身体介助、金銭の管理等を行っている障害者の家族、親族、同居人等の事です。「使用者」とは、障害者を雇用する事業主又は事業の経営担当者その他その事業の労働者に関する事項について事業主のために行為をする者の事です。「障害者福祉施設従事者等」とは、障害者綜合支援法等に規定する「障害者福祉施設」又は「障害福祉サービス事業等」（以下、合わせて「障...
	具体的には、次の施設・事業が該当します。
	○障害者福祉施設
	就労継続支援Ａ型事業所プラスエス
	○障害福祉サービス事業等
	居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、療養介護、生活介護、短期入所、重度障害者等包括支援、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援及び共同生活援助、一般相談支援事業及び特定相談支援事業、移動支援事業、地域活動支援センターを経営する事業、福祉ホームを経営する事業、障害児通所支援事業、障害児相談支援事業など
	２．障害者福祉施設従事者等による障害者虐待行為と具体例
	※ 虐待者、被虐待者本人の「自覚」は問いません。虐待が発生している場合、虐待をしている人（虐待者）、虐待を受けている人（被虐待者）に自覚があるとは限りません。虐待者が、「指導・しつけ・教育」の名の下に不適切な行為を続けていることや、被虐待者が、自身の障害の特性から自分のされていることが虐待だと認識していないこともあります。また、長期間にわたって虐待を受けた場合などでは、被虐待者が無力感から諦めてしまっていることもあります。
	３．障害者虐待防止法での事業主の責務
	（１）障害者虐待防止のための措置
	障害者を雇用する事業主は、障害者虐待を防止するため、①②のような措置を講じることが必要です。
	（１） 労働者に対する研修の実施
	障害者虐待を防止するためには、障害者の人権についての理解を深め、障害の特性に配慮した接し方や仕事の教え方などを学ぶことが大切です。障害者虐待の防止に向けて、労働者に対する研修を実施する、労務管理担当者を各種研修会へ参加させるなどの取り組みを行いましょう。加えて、職場内で率直に意見交換できるような環境を作ることも重要です。
	（２） 障害者や家族からの苦情処理体制の整備
	雇用する障害者やその家族からの相談、苦情などに対応するための相談窓口を開設し、その周知を図ることが重要です。
	（２）不利益取扱いの禁止
	事業主は、労働者が通報や届出をしたことを理由に、その労働者に対して、解雇その他不利益な取り扱いをしてはなりません。
	４．障害者福祉施設等の虐待防止と対応
	（１）障害者虐待を受けたと思われる障害者を発見した場合の通報義務
	障害者福祉施設従事者等による障害者虐待を受けたと思われる障害者を発見した者は、速やかに区市町村に通報する義務があります（第１６条）。「障害者虐待を受けたと思われる障害者を発見した」場合とは、障害福祉施設従事者等から明らかに虐待を受けた場面を目撃した場合だけでなく、虐待を受けたのではないかと疑いを持った場合は、事実が確認出来なくても通報する義務があることを意味しています。発見者は、障害者福祉施設等の外部の人である場合もあると思いますが、障害者福祉施設等の内部の職員である場合も少なくないと思われます。...
	相談　　　　　　　　　　相談
	通　　　　　　　　　　　　　通　　　　　　　　　　　　　通
	報　　　　　　　　　　　　　報　　　　　　　　　　　　　報
	義　　　　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　　　　　義
	務　　　　　　　　　　　　　務　　　　　　　　　　　　　務
	（２）立ち入り調査等の虚偽答弁に対する罰則
	障害者総合支援法では、区市町村・都道府県が同法に基づく職務権限で立ち入り調査を行った場合に、虚偽の報告若しくは虚偽の物件の提出、虚偽の答弁等を行った者を３０万円以下の罰金に処すことができると規定しています（障害者総合支援法第110条、第111条）。障害者福祉施設従事者等における障害者虐待が起こってしまった場合の対応の基本となるのは、「隠さない」「嘘をつかない」という誠実な対応を管理者等が日頃から行うことであると言えます。
	（３）虐待防止の責務と障害者や家族の立場の理解
	知的障害者等で言葉によるコミュニケーションを行うことが難しい人は、多くの場合職員から行われた行為を説明することができないため、仮に虐待を受けた場合でも、そのことを第三者に説明したり、訴えたりすることができません。また、入所施設で生活した経験のある障害者の中には、「いつも職員の顔色を見て生活していた。例えば、食事や排せつに介助が必要な場合、それを頼んだ時に職員が気持ちよくやってくれるのか、不機嫌にしかやってもらえないのか、いつも職員の感情を推し量りながら頼んでいた。」と言う人もいます。
	さらに、サービスを利用している障害者の家族も、「お世話になっている」という　　　意識から、障害者福祉施設等に不信を感じた場合でも、「これを言ったら、疑い深い家族と思われないだろうか。それぐらいなら我慢しよう。」と、障害者福祉施設等の職員に対して、思っていることを自由に言えない立場に置かれていることが考えられます。
	上記のような障害者やその家族の心理状況を踏まえ、障害者福祉施設等の管理者や職員は、自身が行うサービスによって、利用者である障害者や家族にこのような意識を働かせていることを常に自覚し、虐待の防止に取り組む必要があります。
	５．虐待を防止するための体制について
	（１）運営規程への定めと職員への周知
	障害者福祉施設等は、障害者総合支援法に基づいた指定障害福祉サービスの人員、設備、運営基準に従うことが義務付けられています。同基準においては、指定障害福祉サービス及び指定障害者支援施設等の一般原則として、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、責任者を設置する等必要な体制の整備を行い、その従事者に対し研修を実施する等の措置を講ずるよう努めなければならないことを定めています。これは、運営規程において、虐待防止のための措置に関する事項を定めておかなければならないこととしているものです。そのため、理事長、...
	（２）虐待防止委員会を設置する等の体制整備
	運営規程で定めた「虐待を防止するための措置」として、虐待防止委員会の設置等、必要な体制の整備が求められます。虐待防止委員会の責任者（委員長）は、通常管理者が担うことになります。また、虐待防止委員会を組織的に機能させるために、各サービス事業所のサービス管理責任者やサービス提供責任者、ユニットリーダー等、各事業所や現場で虐待防止のリーダーになる職員を虐待防止マネージャーとして配置します。
	（３）虐待防止委員会の役割
	委員会には、「虐待防止のための計画づくり」、「虐待防止のチェックとモニタリング」、「虐待（不適切な対応事例）発生後の検証と再発防止策の検討」の３つの役割があります。「虐待防止のための計画づくり」・・虐待防止の研修や、マニュアルやチェックリストの作成と実施、掲示物等のツールの作成と掲示等の実施計画づくりです。「虐待防止のチェックとモニタリング」・・虐待防止の取り組みの実施プロセスです。チェックリストにより各職員が定期的に自己点検し、その結果を虐待防止マネージャー（サービス管理責任者等）が集計し虐待防...
	（４）倫理綱領・行動指針・掲示物等の周知徹底
	権利侵害を許さない障害者福祉施設等とするためには、職員一人ひとりが日頃の支援を振り返り、職員相互にチェックし、小さな出来事から虐待の芽を摘むことが重要となります。そのため、虐待を許さないための「倫理綱領」や「行動指針」等の制定、「虐待防止マニュアル」の作成、「権利侵害防止の掲示物」の掲示等により職員に周知徹底を図る必要があります。これらの作成にあたっては、プロセスで全職員が関わり、主体的に虐待防止の取り組みに参加できるような計画を虐待防止委員会で検討し制定することが望ましい。ただし、倫理綱領や行動...
	６．人権意識、知識や技術向上のための研修
	人権意識の欠如、障害特性への無理解、専門的知識の不足や支援技術の未熟さから、虐待はどの障害者施設等でも起こりうると指摘されています。そこで、これらの向上を図るため、人材育成の研修を計画的に実施していく必要があります。
	（１）管理職を含めた職員全体を対象にした虐待防止や人権意識を高めるための研修
	研修の具体的内容
	・ 基本的な職業倫理
	・ 倫理綱領、行動指針、掲示物の周知
	・ 障害者虐待防止法等関係法律や通知、指定基準等の理解
	・ 障害当事者や家族の思いを聞くための講演会
	・ 過去の虐待事件の事例を知る
	（２）職員のメンタルヘルスのための研修
	職員が職場の中で過度のストレスを抱えていたり、他の職員から孤立していることも、虐待が起きやすくなる要因のひとつと考えられます。職員が一人で悩みや問題を抱え込んで、孤立することを防ぎ、職員同士が支え合う風通しの良い職場づくりを進めることが虐待防止につながります。
	（３）障害者特性を理解し適切に支援ができるような知識と技術を獲得するための研修
	虐待の多くが、知的障害、自閉症等の障害特性に対する知識不足や、行動障害等の「問題行動」と呼ばれる行動への対応に対する技術不足の結果起きていることを踏まえて、これらの知識や技術を獲得するための研修を計画することが重要となります。
	（４）事例検討
	事例検討は、個別支援計画の内容を充実強化するための研修として有効です。事例検討を行う際は、専門家による助言を得ることが、支援の質の向上につながります。
	（５）利用者や家族等を対象にした研修
	障害者虐待防止法第６条第３項では、障害者福祉施設等の団体や障害者福祉施設従事者等の関係者に対して、国又は地方公共団体が講ずる障害者虐待防止のための啓発活動、被虐待者の保護等や自立の支援のための施策に協力するよう努めなければならないとされています。
	国や地方公共団体による啓発活動を踏まえて、こうした関係者により障害者福祉施設の利用者や家族等に対する障害者虐待防止法の理解や早期発見のための研修を実施することも有効です。
	（６）研修を実施する上での留意点
	① 研修対象者への留意
	職員一人ひとりの研修ニーズを把握し、職員の業務の遂行状況を確認しながら研修計画を作成することが必要です。また、福祉職に限らず、給食調理、事務等の業務を行う職員も広い意味での支援者と言えるので、関係職員全てに対して研修を実施することが望まれます。
	② 職場内研修と職場外研修
	職場外研修は、障害者福祉施設等以外の情報を得て自らを客観視する機会を持つことができ、日々の業務を振り返ることができますので、管理者は、計画的、継続的に職場外研修を受講させるように取り組む必要があります。
	③ 年間研修計画の作成と見直し
	年間研修計画の作成と見直しを虐待防止委員会で定期的に行う。
	７．虐待を防止するための取組み
	（１） 管理者による現場の把握
	管理者が現場に直接足を運び支援場面の様子を見たり、雰囲気を感じたりして、不適切な対応が行われていないか日常的に把握しておくことが重要です。
	（２） 性的虐待防止の取組み
	性的虐待の特徴としては、人目に付きにくい場所を選んで行われることや被害者や家族が人に知られたくないという思いから、その実態は潜在化していると考えられるところにあります。このような性的虐待を防止するためには、支援の現場においては勤務シフトや業務内容の分担を工夫し、利用者と二人きりになることを少なくすることです。また、女性の障害者に対しては可能な限り同性介助ができる体制を整えることが有効です。
	（３） 経済的虐待防止の取組み
	利用者の財産管理に当たっては、預金通帳と印鑑を別々に保管することや、複数の者により適切な管理が行われていることの確認が常に行える体制で出納事務をおこなうこと、利用者との保管依頼書（契約書）、個人別出納台帳等、必要な書類を備えること、利用者から預かっている財産の抜き打ち検査を行うこと等、適切な管理体制を確立する必要があります。
	（４） 風通しの良い職場づくり
	虐待が行われる背景として、密室の環境下で行われると共に、組織の閉鎖性等が指摘されています。そこで、職員個人が支援現場における悩みを抱え込まず、施設内外で相談協力しあえる環境作りを構築することが重要です。
	（５） 虐待防止のための具体的な環境整備
	事故・ヒヤリハット報告書、自己チェック表とＰＤＣＡサイクルの活用
	ヒヤリハット事例とは、職員が支援の過程で、事故に至る危険を感じてヒヤリとしたり、ハッとした経験を言います。このような事例を見過ごさず、早い段階で事例を把握・分析することが虐待や不適切な支援、事故防止につながります。
	【分析と検討のポイント】
	ア． 情報収集・・・提出されたヒヤリ・ハット事例報告書屋、施設長会議等を利用して、他の施設における同様の事故情報等を収集するなど、事故発生の状況要因等を洗い出す。
	イ． 原因解明・・・問題点を明確にし、評価・分析する。
	ウ． 対策の策定・・虐待防止委員会等において、防止策を検討する。
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	（９） 成年後見制度や日常生活自立支援事業の利用
	自らの権利を守ることが困難な障害者については、成年後見制度の活用を通して
	権利擁護を行っていくことが重要です。平成２４年からは、区市町村の地域生活支
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